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仁
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０
１
３
年
１
月
17
日
（
木
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〔
下
記
の
論
攷
は
、『
新
潟
県
革
新
懇
ニ
ュ
ー
ス
』
第
１
４
５
号
（
２
０
１
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
１
月
12
日
付
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。〕

　 　

 
  　

野
田
首
相
は
民
主
・
自
民
・
公
明
３
党
の
談
合
に
よ
っ
て
国
民
が
望
ま
な
い
消
費
税
の
増
税
を
決
め
、
そ
の

見
返
り
と
し
て
「
近
い
う
ち
」
の
解
散
を
約
束
し
、
民
主
党
の
望
ま
な
い
「
自
爆
解
散
」
に
追
い
込
ま
れ
、
予

想
通
り
「
自
爆
」
し
た
。
こ
れ
が
今
回
の
総
選
挙
で
あ
っ
た
。
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そ
の
結
果
は
、
ご
存
知
の
通
り
。
民
主
党
の
壊
滅
に
助
け
ら
れ
た
自
民
党
の
「
大
勝
利
」
で
あ
る
。
こ
れ
は

民
主
党
の
「
オ
ウ
ン
・
ゴ
ー
ル
」
で
あ
り
、
政
権
交
代
へ
の
裏
切
り
に
対
す
る
手
厳
し
い
懲
罰
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
自
民
党
は
「
勝
っ
た
」
の
で
は
な
く
、「
勝
た
せ
て
も
ら
っ
た
」
の
で
あ
る
。

 　
　

小
選
挙
区
制
の
カ
ラ
ク
リ
に
よ
る
虚
構
の
勝
利

 　

前
回
の
総
選
挙
よ
り
、
自
民
党
は
小
選
挙
区
で
１
６
６
万
票
、
比
例
代
表
区
で
も
２
１
９
万
票
、
得
票
数
を

減
ら
し
た
の
に
、
議
席
数
は
そ
れ
ぞ
れ
１
７
３
議
席
増
、
２
議
席
増
で
、
合
計
２
９
４
議
席
と
な
っ
た
。
支
持

の
高
ま
り
や
広
が
り
の
な
い
虚
構
の
勝
利
だ
っ
た
と
言
え
る
。

　

そ
れ
が
可
能
に
な
っ
た
要
因
の
第
１
は
、
民
主
党
の
自
壊
で
あ
る
。
前
回
総
選
挙
で
の
公
約
を
破
り
、
約
束

し
な
か
っ
た
消
費
増
税
を
強
行
し
、
党
の
分
解
を
引
き
起
こ
し
た
。
総
選
挙
を
や
れ
ば
敗
北
必
死
と
考
え
た
党

員
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
野
田
首
相
は
「
自
爆
解
散
」
を
「
決
断
」
し
、
議
席
を
四
分
の
一
以
下
に
減
ら
し
て

自
滅
し
た
。

　

第
２
は
、
投
票
率
の
低
下
で
あ
る
。
総
選
挙
の
投
票
率
は
59
・
32
％
と
戦
後
最
低
を
記
録
し
た
。
棄
権
し
た

人
の
ほ
と
ん
ど
は
、
前
回
民
主
党
に
投
票
し
た
人
た
ち
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
投
票
し
た
人
は
有
権
者
の
６

割
弱
だ
が
、う
ち
自
民
党
は
小
選
挙
区
で
43
％
、比
例
代
表
区
で
28
％
を
獲
得
し
た
。
有
権
者
全
体
の
比
率
で
は
、

小
選
挙
区
で
25
％
、
比
例
代
表
区
で
は
た
っ
た
の
16
％
に
す
ぎ
な
い
。
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第
３
は
、「
第
三
極
」
と
言
わ
れ
た
反
自
民
・
非
自
民
中
小
政
党
の
乱
立
で
あ
る
。
自
民
党
、
民
主
党
、「
第

三
極
」（
維
新
・
み
ん
な
・
未
来
）
が
「
三
つ
ど
も
え
」
と
な
っ
て
自
民
党
が
当
選
し
た
１
６
８
小
選
挙
区
の
う
ち
、

１
０
９
選
挙
区
で
は
民
主
党
と
「
第
三
極
」
候
補
の
得
票
合
計
が
自
民
党
を
上
ま
わ
っ
て
い
た
（『
毎
日
新
聞
』

12
月
18
日
付
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
自
民
党
は
「
漁
夫
の
利
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

し
か
し
、
何
よ
り
も
大
き
い
の
は
、
小
選
挙
区
制
の
カ
ラ
ク
リ
で
あ
る
。
相
対
多
数
を
得
れ
ば
当
選
で
き
る

こ
の
制
度
に
よ
っ
て
自
公
政
権
は
３
２
５
議
席
と
い
う
巨
大
与
党
を
手
に
入
れ
、
再
可
決
可
能
な
衆
院
の
三
分

の
二
を
超
え
た
。
他
方
で
、約
３
７
３
０
万
票
が
議
席
に
結
び
つ
か
ず
、死
票
率
は
56
％
と
半
分
以
上
と
な
っ
た
。

 　
　

ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
革
新
運
動
の
役
割

 　

安
倍
新
政
権
は
、
国
土
強
靱
化
を
名
目
と
し
た
旧
自
民
党
型
の
利
益
政
治
、
自
助
努
力
と
規
制
緩
和
を
基
調

と
し
た
新
自
由
主
義
政
策
、
力
の
外
交
と
軍
事
力
強
化
を
め
ざ
す
改
憲
・
タ
カ
派
路
線
の
「
ワ
ー
ス
ト
・
ミ
ッ

ク
ス
（
最
悪
の
組
み
合
わ
せ
）」
を
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
国
民
の
願
い
や
周
辺
諸
国
と
衝
突
し
、

矛
盾
と
混
迷
を
深
め
る
に
違
い
な
い
。

　

国
民
は
政
権
投
げ
出
し
と
い
う
「
前
科
」
を
持
つ
安
倍
首
相
の
再
登
板
を
大
き
な
危
惧
を
持
っ
て
見
つ
め
て

い
る
。
総
選
挙
で
も
白
紙
委
任
が
与
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
も
し
、
安
倍
新
首
相
が
勘
違
い
し
て
暴
走
を

始
め
れ
ば
、
大
き
な
抵
抗
が
生
ず
る
こ
と
だ
ろ
う
。
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来
年
夏
に
は
、
前
回
の
政
権
時
に
大
敗
北
し
て
辞
任
の
一
因
と
な
っ
た
参
議
院
選
挙
が
控
え
て
い
る
。
総
選

挙
で
改
憲
に
向
け
て
の
衆
議
院
の
壁
（
改
憲
発
議
を
可
能
に
す
る
三
分
の
二
議
席
以
上
）
を
突
破
し
た
安
倍
首

相
は
、
こ
の
選
挙
で
参
議
院
の
壁
の
突
破
を
め
ざ
す
こ
と
だ
ろ
う
。
９
条
改
憲
に
結
び
つ
く
、
こ
の
目
論
見
を

許
し
て
は
な
ら
な
い
。
革
新
運
動
の
役
割
と
責
任
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
お
り
、
悪
政
阻
止
に
向
け
た
国

民
運
動
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。


